
指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よこはま動物園で飼育していたキリン「ハクナ」が死亡しましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                      

お問合せ先 

よこはま動物園  副園長 久保 良法 ℡045-959-1298 

令 和 ６ 年 ５ 月 ９ 日 
（公財）横浜市緑の協会 
よ こ は ま 動 物 園 

 

記 者 発 表 資 料 

よこはま動物園ズーラシア 

キリンの「ハクナ」の死亡について 

 

○キリン「ハクナ」 

（１）性  別  オス 

（２）出 生 日  平成 26 年 12 月 30 日（９歳） 

（３）死 亡 日  令和６年５月２日（木） 

（４）経過  

・ 令和５年 11 月上旬より右後肢の力を抜いて立つ様子が見られるとともに跛行を確認。また立位での休息

時に腰部が低くなる様子が確認された。このような視診により右膝関節もしくは右股関節に異常がある

可能性が高いと思われたが、成獣のキリンの関節疾患に対しては、有効な獣医学的処置はないため、負

担の軽減を図ることを主な対応とした。 

・ 具体的な対応としては、展示場に放飼するのを控え、サブ運動場の地面に真砂土を厚く敷設、寝室内に

おが粉を厚く敷設し肢への負担の軽減を図るとともに冬期の防寒対策等を行って経過を観察していた。 

・ 令和６年５月２日に突然倒れ、起立不能となった。 

＜死亡に至った経過＞ 

・ 転倒後、衰弱が進んでおり、起立を介助しても回復が見込めない上に苦痛を与えてしまうこと。 

・ 大型草食動物が起立不能となった場合、自重で消化管機能が低下し腹部にガスが溜まることで呼吸困難

となり苦痛を与えてしまうこと 

以上のことから、今後回復の見込みがなく、状態がさらに悪化していくことが予想され、動物の生活の質（QOL） 

を維持することが難しい状況に至りました。そのため大変残念ではありますが、アニマルウェルフェア（動

物福祉）※の観点から園内関係者で検討・横浜市との協議を経て、やむを得ず致死的処置を行い同日 20 時 49

分に死亡を確認しました。 

（５）解剖結果  

・ 膝関節損傷及びそれに伴う全身衰弱 

右後肢膝関節に著しい軟骨の損傷が認められ、右後肢の跛行の原因と推測される。膝関節損傷に伴う歩

行不全により衰弱が進行し、最終的に起立不能となったと推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アニマルウェルフェア（動物福祉）とは、動物に対して本来の行動欲求が満たされ、できる限り健康で快

適に苦痛を感じずに行動できるようにするという考え方。 



 

 

【参考資料】 

■ 個体について 

性別 オス 

誕生日 平成 26 年 12 月 30 日 

父親 米国 Lion Country Safari の個体 

母親 米国 Lion Country Safari の個体 

 

ハクナのプロフィール 

平成 26 年 12 月 30 日に、Lion Country Safari で生まれ、平成 27 年によこはま動物園に来園しまし

た。令和元年にはエマとの間にエミリーが生まれ、その後令和 3 年にもエマ、そしてカルメンとの間にエ

レンとカナトが生まれました。よこはま動物園の中でもひときわ背が高く、堂々としているように見える

ハクナですが、寂しがりやな一面もあり、群れの仲間とよくコミュニケーションをとっている姿が印象的

でした。 

 

■ キリンについて 

和名  キリン 

英名 Giraffe 

学名 Giraffa camelopardalis 

分類 鯨偶蹄目 キリン科 

分布 サハラ砂漠や熱帯雨林を除くアフリカ 

生態 

世界一背の高い動物で、生まれたばかりの赤ちゃんでも約 1.7～2m ある。ツ

ノは頭の上に 1 対ある「主角」、おでこに 1 本だけある「前角」のほか、主角

の後ろに 1 対の「後頭角」がある。(亜種によって違いあり)キリンを含む多

くの鯨偶蹄目の胃は 4 つに分かれていて、一度飲み込んだ食べ物を胃から口

に戻して噛みなおす「反すう」という行動をする。また、歩き方は「側対歩」

と呼ばれ、同じ側の前後肢を同時に動かす。あまり上下に揺れないので、疲

れづらいと言われている。 

ワシントン条約 

（CITES） 

附属書Ⅱ：現在必ずしも絶滅のおそれのある種ではないが、その存続を脅か

すこととなる利用がなされないようにするためにその標本の取引を厳重に

規制しなければ絶滅のおそれのある種 

国際自然保護連合 

（IUCN） 

レッドリスト 

VU：野生絶滅の危険性が高い種 

当園飼育頭数 ３頭（オス 1 頭、メス２頭）※今回死亡した個体を含まず 

国内飼育園館 55 園館 197 頭（オス 101 頭、メス 96 頭）※令和 5 年 12 月末現在 

 

■ よこはま動物園ズーラシアについて 

◆入 園 料：大人 800円、中人・高校生 300円、小・中学生 200円、小学生未満無料 

毎週土曜日は高校生以下無料（要学生証等） 

よこはま動物園・金沢動物園共通年間パスポート 18歳以上 2,000円 

◆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで） 

◆休 園 日：毎週火曜日（祝・休日の場合は開園し、翌日休園）12/29～1/1 

◆交  通：相鉄線「鶴ヶ峰」「三ツ境」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 15 分、JR横浜線・横浜市営地

下鉄「中山」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 18 分、「横浜」駅から「よこはま動物園」行

きバスで約１時間 

◆U R L：https://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/zoorasia/         

◆住  所：横浜市旭区上白根町 1175-1 

◆問合せ先：045-959-1000 


